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（訂正）「自社創薬パイプラインの優先度再設定及びそれに伴う上場時調達資金使途変更に関するお知

らせ」の一部訂正について 

 

2024 年６月 28 日に公表いたしました「自社創薬パイプラインの優先度再設定及びそれに伴う上場時調達

資金使途変更に関するお知らせ」の一部に訂正すべき事項がありましたので、下記の通りお知らせいたしま

す。 

なお、訂正箇所については二重下線を付して表示しております。 

 

記 

 

１．訂正の理由及び内容 

「自社創薬パイプラインの優先度再設定及びそれに伴う上場時調達資金使途変更に関するお知らせ」公表

後に表中の記載内容に誤りがあることが判明したため、訂正するものです。 

 

２．訂正箇所 

 

【訂正前】 

変更前 

資金使途 金額 充当予定時期 

① NIB101の開発費 1,900 百万円 2023年 12月期～2025 年 12 月期 

② NIB104以降の非臨床試験費用 60 百万円 2023年 12月期～2024 年 12 月期 

③ 新規パイプライン創製にかかる研究費 330百万円 2023年 12月期～2025 年 12 月期 

④ 新規基盤技術に関する研究費 90 百万円 2023年 12月期～2025 年 12 月期 

計 2,380 百万円  

 

変更後 

資金使途 金額 充当予定時期 

① NIB101の開発費 530百万円 

（500 百万円） 

2023年 12月期～2024 年 12 月期 

② NIB103の開発費 (追加) 1,600 百万円 2024年 12月期～2026 年 12 月期 



（ - ） 

③ NIB104以降の非臨床試験費用 30 百万円 

（30 百万円） 

2023年 12月期～2024 年 12 月期 

④ 新規パイプライン創製にかかる研究費 130百万円 

（30 百万円） 

2023年 12月期～2026 年 12 月期 

⑤ 新規基盤技術に関する研究費 90 百万円 

（20 百万円） 

2023年 12月期～2026 年 12 月期 

計 2,380 百万円 

（580 百万円） 

 

（）内は充当済み金額 

 

 

【訂正後】 

変更前 

資金使途 金額 充当予定時期 

① NIB101の開発費 1,977 百万円 2023年 12月期～2025 年 12 月期 

② NIB104以降の非臨床試験費用 60 百万円 2023年 12月期～2024 年 12 月期 

③ 新規パイプライン創製にかかる研究費 330百万円 2023年 12月期～2025 年 12 月期 

④ 新規基盤技術に関する研究費 90 百万円 2023年 12月期～2025 年 12 月期 

計 2,457 百万円  

 

変更後 

資金使途 金額 充当予定時期 

① NIB101の開発費 530百万円 

（500 百万円） 

2023年 12月期～2024 年 12 月期 

② NIB103の開発費 (追加) 1,677 百万円 

（ - ） 

2024年 12月期～2026 年 12 月期 

③ NIB104以降の非臨床試験費用 30 百万円 

（30 百万円） 

2023年 12月期～2024 年 12 月期 

④ 新規パイプライン創製にかかる研究費 130百万円 

（30 百万円） 

2023年 12月期～2026 年 12 月期 

⑤ 新規基盤技術に関する研究費 90 百万円 

（20 百万円） 

2023年 12月期～2026 年 12 月期 

計 2,457 百万円 

（580 百万円） 

 

（）内は充当済み金額 

 

 

以上 

 

【ノイルイミューン・バイオテック株式会社について】 

ノイルイミューン・バイオテック（TSE：4893）は、免疫細胞療法の治療効果を高める当社独自の革新的技

術である「PRIME技術」を搭載した PRIME CAR-T 細胞で、固形がんに対する次世代のがん免疫療法の実用化

に取り組むアカデミア発のバイオテック企業です。PRIME技術は、様々なキメラ抗原受容体(CAR)との組み

合わせによる新規医薬品の創出や、多様なモダリティへの応用が可能で、他社技術との協働により今後多く



のがん治療アプローチの開発が期待できます。ノイルイミューンは、日々の事業活動への取り組みを通じ

て、「がんを克服できる社会の創生に貢献する」ことを目指します。 

詳細については、https://www.noile-immune.com/をご覧ください。 

 




